
ＲＣＳ構造の精度向上へ集中管理

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

工
　

事
　

概
　

要

市
場
変
化
に
対
応
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
施
設

設計コンセプト

メッセージ

保管効率を重視したＢＯＸ型物流施設
住友商事株式会社近

隣
へ
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
に
も
対
応

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　８月２７日　（火曜日）

エントランス クルーラウンジ 発掘品展示ケース

　
こ
の
工
事
は

当
社
で
本
格
的
に
取

り
組
み
始
め
た
Ｒ
Ｃ
Ｓ
構
造
の
２
例
目

で
す

本
現
場
で
も
経
験
者
が
な
く


他
現
場
の
見
学
や
設
計
部
門
と
の
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね

実
績
を
得
る
よ
り
も

良
い
も
の
を
作
る
と
い
う
テ

マ
で
挑

み
ま
し
た


　
柱
を
Ｒ
Ｃ
梁
に
Ｓ
と
い
う
構
造
は


そ
の
接
続
部
に
余
裕
が
な
い
と
不
安
で

す
が
こ
の﹁
か
ぶ
り
﹂を
極
力
少
な
く

し
て
精
度
も
上
げ
る
こ
と
に
専
念
し


管
理
に
集
中
し
ま
し
た

一
方
で
屋
根

が
け
し
て
か
ら
各
フ
ロ
ア
の
打
設
を
行

う
方
式
と
異
な
り

１
階
か
ら
順
次
打

設
を
進
め
る
手
順
に
は

そ
の
後
の
養

生
期
間
な
ど
で
時
間
差
が
大
き
く
な

り

品
質
保
持
に
細
心
の
注
意
が
必
要

で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た


　
全
工
程
に
は
余
力
を
持
た
せ
た
施
工

期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

１

工
種
ご
と
に
ど
れ
だ
け
作
業
時
間
を
短

縮
で
き
る
か

職
長
達
と
も
協
議
を
重

ね

不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
ま
す


こ
の
協
議
で
は
職
長

職
人
す
べ
て
の

快
諾
を
得
ら
れ

結
果
的
に
高
品
質
の

建
物
を
お
引
き
渡
し
で
き
ま
し
た


　
不
測
の
事
態
と
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が

着
工
直
後

建
物
敷
地
の

一
部
か
ら
古
代
の
住
居
跡
が
出
土
し
ま

し
た

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
期
間

当
該
ブ
ロ

ク
以
外
の

杭
の
打
設
を
す
る
な
ど
施
工
の
滞
り
を

防
い
で
い
ま
す

こ
こ
で
出
土
し
た
土

器
に
つ
い
て
は
事
業
主
様
が
厚
木
市
か

ら
譲
り
受
け

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
展
示

す
る
こ
と
に
な

て
い
ま
す


　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
当
初
一
般
的
に
ク

ロ
ス
張
り
仕
上
げ
で
し
た
が

こ
の
展

示
に
合
わ
せ
て
遺
跡
風
の
色
合
い
を
再

現
し
た
塗
装
に
変
更
し
ま
し
た

一
つ

ひ
と
つ
の
工
夫
の
組
み
合
わ
せ
は

現

場
の
全
員
が
一
丸
と
な

て
努
力
し
て

く
れ
た
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た

当
社

の
若
手
ス
タ

フ
に
と

て
も
良
い
学

習
機
会
を
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す

私

自
身

非
常
に
良
い
経
験
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
竣
工
に
際
し
て
感
謝
と
安

堵
︵
あ
ん
ど
︶
の
気
持
ち
で
す

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■工　事　件　名：SOSiLA厚木金田新築工事
■建　設　地：神奈川県厚木市下依知１－－１
■発　注　者：住友商事株式会社
■設計・監理：鈴与建設株式会社
■施　　　工：鈴与建設株式会社
■敷　地　面　積：，㎡
■構造・規模：ＲＣ＋Ｓ造４階建て
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年６月～年７月

　計画地は国道号線に面している。南部に東名高
速道路・新東名高速道路、東部に圏央道が走っており、
おのおのインターチェンジへは分と５分の好立地と
なっています。また、厚木秦野道路の整備も予定され
ており、高速道路ネットワークの拠点性がさらに高ま
ることが期待されています。
　耐火建築物４階建て、延床面積坪弱、柱はＲＣ、
梁はＳとしたハイブリッド構造を採用しました。外構
計画は東側の住宅地側に公開緑地を設置し、近隣住民
へ配慮したグリーンベルトを設けています。
　限られた敷地のなかでトラック・普通車・自転車・
バイク・歩行者の各々のアプローチがなるべく交差す
ることのないよう、安全に配慮した動線としました。
１階バース部のスパンはｍ強とし、１スパンで３台
接車を現実的に可能としています。接車台数は計台。
車路はｔ車・ｆトレーラーの旋回にも対応した計
画としています。２テナント対応可能なプランとして
おり、各階にホールと水回りを設置、１階にはクルー
ラウンジを設け従業員の働きやすさも考慮しました。
　また、この地域一帯は河川を有しているため古代の
竪穴住居跡が発掘されています。当計画地からも９世
紀の平安時代と思われる住居跡が発掘されました。１
階のエントランスホールに展示コーナーを設け、地域
の成立ちを感じていただけるよう配慮しています。住
友商事ブランド『SOSiLA』を意識した市場の変化に
対応し続けるサステナブルな物流施設として竣工を迎
えました。

鈴与建設株式会社設計部　伊藤政幸

　当社が神奈川県厚木市で開発を進めてきました物流施設「SOSi
LA厚木金田」がこのほど完成しました。本物件の設計施工者で
ある鈴与建設株式会社様をはじめ、本プロジェクトに携わられた
関係者の皆さまに、無事運営開始できますことを御礼申し上げま
す。
　国道号沿いにあり、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の
圏央厚木ＩＣから車で５分、南方面に向かえば厚木ＩＣから東名
高速自動車道にアクセスすることができます。広域配送、厚木、
海老名両市内へのラストマイル配送にも適した立地環境です。
　当社は厚木エリアで、３件の物流施設の開発事業を行っており
ます。それぞれタイプが異なりますが、本物件はテナント企業１
社の入居を想定し、保管効率を重視した造りとしているのが特色
です。
　建物は４層ＢＯＸ型。４階の倉庫は柱を間引くことでラックレ
イアウトの柔軟性を確保しました。有効天井高．ｍ、床荷重１
㎡当たり．ｔの基本スペックを備え、冷凍冷蔵設備も追加工事
で設置することが可能です。
　住宅地となる敷地東側には公共緑地を設け、大型トラックの出
入り口は西側とすることで、環境や地域社会に配慮した計画とし
ています。また他のシリーズ物件と同様にラウンジを設け、テナ
ント企業様や庫内で働く皆さまに使っていただけるようにしてい
ます。当社は未来の物流の在り方を創造すべく、今後もこのよう
な取り組みを通じ積極的に社会に寄与して参ります。
　新築工事に際し行われた発掘調査より、奈良・平安期の茶器な
どが出てきました。厚木金田の地のアイデンティティーを重視し、
本物件においてはエントランスに出土品を展示する計画としてい
ます。

トラックバース 倉庫内
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友
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